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部門 新築 建物種別 建築物（非住宅）

建物名称 所在地 神奈川県藤沢市

用途 医薬品研究所 延床面積 302,897 ㎡

設計者 施工者 実施設計者に同じ

事業期間 平成21年度～平成24年度

参考図

（実施設計者（設備））　空調：(株)大気社、高砂熱学工業(株)

　　　　　　　　　　　 用役：(株)朝日工業社、須賀工業(株)、　電気：(株)きんでん

概評

創薬研究所ではエネルギー消費量の過半量を空調が占め、とりわけ研究者が操作するドラフトチャン
バーの負荷が大きいため、その運用管理システムや各種省エネ換気システムの導入が提案の中心
である。特に、24時間従事する研究者への見える化等により省エネ意識の啓蒙とマネジメントを徹底
して省CO2をはかろうとする試みは、他研究所への波及が期待できる。巨大建築物を分棟化した自然
環境型のパッシブ設計も評価できる。省エネ照明、太陽光発電、BEMS等に先進性はないが、これら
の技術を研究所の機能や立地にうまく適合させて導入している点は評価できる。

基本：(株)プランテック総合計画事務所
実施(建築・構造）：(株)竹中工務店

武田薬品工業㈱新研究所建設計画 武田薬品工業株式会社

事業
概要

提案
概要

　「世界的製薬企業の創生」を目指し、新薬研究の効率化を図るために国内研究拠点を集約する目的
で計画される３０万㎡の大型研究所。研究開発プロセスの初期段階である「目的とする疾患に対する
薬のターゲット探査から候補化合物選定」までを担当する創薬研究施設である。地域や周辺環境との
共生と究極の省エネルギー化を目指す最先端研究施設である。

武田薬品工業(株)新研究所

 

樹林の保全 西日遮蔽対策 

湧水池の保全 太陽光発電 ISS(将来改修工事負担軽減) 

屋上緑化 トップライト 中庭からの自然光取り入れ 

 ビオトープの打ち水効果

(雨水調整池) 

街路灯への高効率ランプ採用

太陽光発電付街路灯 

 世界最大級の基礎免震構造 

（約 330m×約 170ｍ） 
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